資料3
〇第二次和光市産業振興計画中間見直し及び修正箇所（案）について

≪第二次和光市産業振興計画中間見直しについて≫
　和光市では平成23年３月に策定した「和光市産業振興計画」が令和4年3月に計画期間の満了を迎えたことから、「第五次和光市総合振興計画基本構想」及び「和光市産業振興条例」に基づき、今後の市内産業の方向性を導く指針を示し、総合振興計画、産業振興条例に基づく施策を戦略的に推進するために「第二次和光市産業振興計画」を策定した。
本計画の計画期間は令和4年度～令和13年度の10年間としており、各方向性の検証や、個別施策の課題整理などの施策評価を実施し、施策の進捗状況や社会情勢・市民ニーズの変化を踏まえ、計画策定から5年を迎えることや本計画の上位計画である「第五次和光市総合振興計画基本構想」の中間見直し期にあわせ本計画の中間見直しを実施する。
≪中間見直しの範囲≫
　計画全体を対象として見直しを行うが、「産業支援の基本姿勢」「産業振興の将来像」「基本方針」及び、「施策体系」は産業振興計画の骨格に相当する部分のため、見直しの対象に含めないこととする。（施策体系の中身である施策や事業事例の文言の修正は対象とする。）

　≪修正箇所（案）≫
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